
 

 変更後 変更前 

（略） 

第二 積立金の運用に係る長期的な観点からの資産の構成に関する事項 

（略） 

 四 移行期の資産構成割合 

１ 移行期の資産構成割合の考え方 

    （略） 

２ 平成十六年度の移行ポートフォリオ 

平成十六年度の移行ポートフォリオは次のとおりとする。 

なお、国内株式、外国債券及び外国株式の比率については、今後上昇さ

せていくこととなっているため、乖離許容幅に上限を設けないこととする。

（一）運用資産全体の移行ポートフォリオ 

 
国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 短期資産 

移行ポート

フォリオ 

７９％ ７％ ３％ ５％ ６％ 

乖離許容幅 ±２％ －２％ －２％ －２％ － 

 

（二）年金資金運用基金の移行ポートフォリオ 

 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 短期資産 

移行ポート

フォリオ 

５６％ ２０％ １０％ １４％  ０％ 

乖離許容幅 ±５％ －５％ －５％ －５％ － 

（注）（二）表は、年金資金運用基金が管理運用する資産のうち、市場で運用する

ものについてのポートフォリオである。 

（略） 

（略） 

第二 積立金の運用に係る長期的な観点からの資産の構成に関する事項 

（略） 

 四 移行期の資産構成割合 

１ 移行期の資産構成割合の考え方 

    （略） 

２ 平成十五年度の移行ポートフォリオ 

平成十五年度の移行ポートフォリオは次のとおりとする。 

なお、国内株式、外国債券及び外国株式の比率については、今後上昇さ

せていくこととなっているため、乖離許容幅に上限を設けないこととする。 

（一）運用資産全体の移行ポートフォリオ 

 
国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 短期資産 

移行ポート

フォリオ 

８３％ ６％ ２％ ４％ ５％ 

乖離許容幅 ±１％ －１％ －１％ －１％ － 

 

（二）年金資金運用基金の移行ポートフォリオ 

 国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 短期資産 

移行ポート

フォリオ 

５５％ ２１％ ９％ １３％ ２％ 

乖離許容幅 ±５％ －５％ －５％ －５％ － 

（注）（二）表は、年金資金運用基金が管理運用する資産のうち、市場で運用する

ものについてのポートフォリオである。 

（略） 

運用の基本方針の変更案（下線部は変更部分） （別添） 




